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阿蘇のお土産 お菓子コンテスト阿蘇のお土産 お菓子コンテスト
グランプリは、熊本農業高校食品加工クラブの「阿蘇ｄｅタルト」！

阿

蘇
の新
たな
名物に！

市
で
は
、
阿
蘇
の
新

た
な
お
土
産
と
な

り
う
る
〝
お
菓
子
〞
の
コ

ン
テ
ス
ト
を
初
め
て
開
催

し
ま
し
た
。
広
く
一
般
の

方
か
ら
ア
イ
デ
ィ
ア
を
募

集
し
た
と
こ
ろ
阿
蘇
市
内

を
は
じ
め
県
内
外
か
ら
31

作
品
の
応
募
が
あ
り
、
２

次
審
査
に
12
作
品
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。
審
査
は
、

熊
本
県
菓
子
工
業
組
合
組

織
強
化
委
員
長
を
務
め
る

青
木
幸
治
氏(

菓
匠
久
幸

堂
代
表
取
締
役
社
長)

、

阿
蘇
市
地
域
振
興
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー 

前
田
香
保
里
氏

を
は
じ
め
、
６
名
に
よ
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

厳
正
な
審
査
の
結
果
、

グ
ラ
ン
プ
リ
に
は
、
熊
本

農
業
高
校
食
品
加
工
ク
ラ

ブ
の
「
阿
蘇
ｄ
ｅ
タ
ル

ト
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

阿
蘇
の
特
産
品
で
あ
る
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
を
使
用
し
、

タ
ル
ト
生
地
が
山
々
を
、

ア
ス
パ
ラ
で
作
っ
た
バ
バ

ロ
ア
で
カ
ル
デ
ラ
を
表

現
し
た
作
品
で
し
た
。
ま

た
、
準
グ
ラ
ン
プ
リ
に

は
、
阿
蘇
の
五
岳
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
阿
蘇
清
峰
高

校
の
「
阿
蘇
五
岳
ジ
ャ
ム

ラ
イ
ス
ケ
ー
キ 

お
土
産

セ
ッ
ト
」
が
選
ば
れ
ま
し

た
。

　

入
賞
作
品
に
つ
い
て

は
、
専
門
家
の
意
見
も
交

え
な
が
ら
商
品
化
に
向
け

た
開
発
を
進
め
て
い
く
予

定
で
す
。

コ ン テ ス ト 結 果

グランプリ
「阿蘇ｄｅタルト」　
熊本農業高校食品加工クラブ（熊本市）

準グランプリ
「阿蘇五岳ジャムライスケーキ　
　お土産セット」　
　　　　　阿蘇清峰高校食品コース  

プロジェクトチーム（阿蘇市）

奨 励 賞

「阿蘇の燃える恋心」　
山田 千代美（合志市）

「まるごと　ＡＳＯ　Ｐｉｅ」　
瀬井 香織（阿蘇市）

「緑の草原米塚ップケーキ」　
後藤 里美（熊本市）

「さと芋かるかん　大
ジ オ

地のめぐみ」　
坂梨 千秋（阿蘇市）

審査員特別賞

「阿蘇丸せんべい」　
綾 優佳（阿蘇市）

「簡単!!阿蘇野菜サクサククッキー」
井手 キミ子（阿蘇市）

「最終審査に残った方々は、年齢も
１０代から７０代までと幅広く、又、
全くジャンルの違う菓子が揃いまし
た。皆様の阿蘇に対する熱い思いを込

めた作品ばかりで、レベルの高い力作が多く、皆さま
の真剣な取り組みに感謝致します。」

青木審査員の講評

出品者と関係者の皆さんで記念写真を撮りました！

グランプリを受賞した熊農食品加工クラブの皆さん

阿蘇 d e タ ルト阿蘇五岳ジャムライス
ケーキお土産セット

グランプリ作品準グランプリ作品
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阿蘇市のニュースをお届けします

市
教
育
委
員
会
が
中
学
生
職
場
体
験
活
動
で

文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞
！

市
教
育
委
員
会
は
、

平
成
20
年
度
の
１

年
間
、
文
部
科
学
省
か
ら

キ
ャ
リ
ア
教
育
実
践
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
の
指
定
を

受
け
、
実
行
委
員
会
を
立

ち
上
げ
て
市
内
の
４
中
学

校
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教

育
の
推
進
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

　

そ
の
後
も
継
続
し
て
取

り
組
ん
だ
キ
ャ
リ
ア
・
ス

タ
ー
ト
・
ウ
ィ
ー
ク
（
中

学
生
に
よ
る
５
日
間
の
職

場
体
験
活
動
）
等
の
取
組

の
成
果
が
評
価
さ
れ
、
市

教
育
委
員
会
が
平
成
23
年

　

児
童
・
生
徒
に
、
望
ま

し
い
職
業
観
・
勤
労
観
及

び
職
業
に
関
す
る
知
識
や

技
能
を
身
に
付
け
さ
せ
る

と
と
も
に
、
自
己
の
個
性

を
理
解
し
、
主
体
的
に
進

路
を
選
択
す
る
能
力
・
態

度
を
育
て
る
こ
と
を
目
指

す
教
育
で
す
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
と
は

度
キ
ャ
リ
ア
教
育
優
良
教

育
委
員
会
文
部
科
学
大
臣

表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
及
び
各

小
・
中
学
校
で
は
、
今
後

も
引
き
続
き
キ
ャ
リ
ア
教

育
の
充
実
を
図
る
べ
く
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

小
・
中
学
生
へ
の
職
場

見
学
、
職
業
講
話
及
び
職

場
体
験
活
動
を
お
引
き
受

け
い
た
だ
い
た
方
々
に
感

謝
い
た
し
ま
す
と
と
も
に

に
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
今

後
の
よ
り
一
層
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

熊
日
と
Ｎ
Ｉ
Ｅ
協
定
を
結
ぶ

地
域
医
療
連
携
に
関
す
る

講
演
会
を
開
催

熊
本
県
地
域
医
療
再
生
計
画
に
沿
い
活

動
す
る
阿
蘇
地
域
医
療
連
携
作
業
部
会

（
事
務
局
：
阿
蘇
中
央
病
院
）
に
よ
る
「
阿
蘇

地
域
医
療
圏
に
お
け
る
地
域
医
療
連
携
に
関
す

る
講
演
会
」
が
、
２
月
10
日
、
阿
蘇
い
こ
い
の

村
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
平
成
26
年
春
に
開
業
す
る
阿
蘇
中
央

病
院
を
軸
と
す
る
医
療
連
携
を
考
え
行
わ
れ
た

も
の
で
、
医
療
連
携
の
先
進
地
で
あ
る
荒
尾
市

民
病
院
の
大
嶋
壽
海
院
長
が
荒
尾
地
域
を
例
に

講
演
し
た
ほ
か
、
熊
大
病
院
の
甲
斐
豊
特
任

教
授
が
「
阿
蘇
医
療
圏
に
お
け
る
急
性
期
脳

血
管
障
害
の
現
状
と
将
来
の
展
望
」
を
、
ま

た
、
熊
大
病
院

の
西
佳
子
助
教

が
「
阿
蘇
中
央

病
院
の
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
現
状
」
を
講

演
し
、
参
加
し

た
医
療
関
係
者

１
２
０
人
は
熱

心
に
聴
き
入
り

質
疑
応
答
も
盛

ん
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

平
成
24
年
２
月
21
日
、
阿
蘇
市
教
育
委
員
会

は
熊
日
新
聞
社
と
Ｎ
Ｉ
Ｅ
協
定
を
結
び
ま

し
た
。
児
童
・
生
徒
が
新
聞
を
生
き
た
教
材
と
し

て
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
言
語
活
動
を
活
発

に
し
、
読
解
力
を
は
じ
め
思
考
力
・
判
断
力
・
表

現
力
等
の
学
力
向
上
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
社
会

に
関
心
を
向
け
た
人
材
を
育
成
す
る
な
ど
幅
広
い

人
間
形
成
に
役
立
た
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
協
定
を
結
ん
だ
こ
と
で
、
阿
蘇
市
内
の
小

中
学
校
で
は
、
新
聞
記
事
や
写
真
を
整
理
し
た
熊

日
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
利
用
で
き
た
り
、
熊
日
の

方
を
講
師
と
し
て
招
い
て
、
児
童
生
徒
だ
け
で
な

く
教
師
も
対
象
に
し
た
出
前
授
業
を
依
頼
す
る
こ

と
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ＮＩＥとは…
Newspaper　In　Educationの略で、学校な
どで新聞を教材として活用することで、平成元
年にスタート以来、全国で展開されています。

▲協定を結び握手を交わす、松下編集局長
（左）と日　教育長


